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ウルキュプの新旧折衷住宅

トルコ中央部アナトリア高原地帯に有名な観光地ともなっているカ

ッパドキアの洞穴住宅地域がある中新世から現世に至る間に活動

したエルジアスノ･サン山などの火山から噴出された火山灰や溶岩か

350m-400皿の厚さで堆積し部分的には石灰質物質により凝結した

凝灰岩帽として安山岩玄武岩溶岩を挾んで発達している6-7

'肚紀頃アラブからの侵略を恐れた住民が洞穴を掘り住みついたのが

はじまりと聞くがデリングユカイマクユなどの地下洞穴都市から発

見される遺跡からもっと古くから住みついた住民もいたらしい

現在も溶岩や火山砕層岩層の谷合や断崖にほられた洞穴に住みついて

いるが近年トノレコ政府は崩壊の危険があるため移住を勧めているが

住民は洞穴住宅の前面に住宅を建て土地を離れようとしたい

(写真･文とも高島清)�


